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雑

録

小
費
相
場
ε
卸
費
相
場

小
費
相
場
と
卸
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相
場

汐

見

三
.
郎

第

一

小
費
指
数
也
卸
費
指
数
.

物
傾
指
撒
な
る
も
の
は
、
貨
幣
の
購
買
力
を
測
.寇
す

る
を
以
て
、
其
最
も
重
要
な
る
機
能
な
り
ε
す
ご

一
般

に
云
は
れ
て
る
る
。
貨
幣
の
購
買
力
な
る
言
葉
は
其
意

味
が
極
め
て
漠
然
ε
し
て
み
る
が
、
兎
に
角

一
國
に
て

取
引

せ
ら
れ
た
る
貨
物
の
総
額
ざ
そ
れ
に
用
ひ
ら
れ
し

貨
幣
の
微
量
ご
の
比
を
指
し
て
み
る
。
幾

何
の
貨
幣
を

提
供
す

れ
ば
幾
何

の
貨
物
の

取
引
を
完
了
し

得

べ
き
.

か
、
二

足
貨
物
を
購
買
す

る
に
際
し
使
用
す

べ
き
貨
幣

額
如
何
、
こ
れ
物
儂
指
数
の
始
め
て
明
に
す
る
所
で
あ

る
。
從
來

一
圓
を
提
供
し
て
米
五
升
を
得
た
る
に
、
今
日

は
.面

に
て
は
米

二
升
を
得

る
に
止
舐
る
ξ
せ
よ
、
此

場
合

一
圓
な
る
貨
幣

の
購
買
力
は
米
五
升

よ
り
米

二
升

に
下
落
し
π
の
で
あ
る
。

一
方
米
償
は
二
+
銭
よ
り
五

十
銭
に
騰
貴
せ
る
が
故
に
、
泌小
の
物
償
指
敷
は

一
〇
〇

よ
り
二
五
〇
に
増
加
し
な
鐸
で
あ
る
。
同
様
の
事
實
は

凡
て
の
貨
物
に
つ
い
て
窺

ふ
事
が
出
來
る
。
故
に
、
凡

て
の
取
引
貨
物
の
物
慣
指
数
l
l
通
常
は
物
償
指
数
の

総
李
均
を
利
用
す
る
が
一

の
騰
落
は
、
軈
て
正
反
封

第
十
五
巻
.

〔第
四
號

=
八
二
)

六
四

〇

に
貨
幣
の
購
買
力
の
増
減
を
示
し
て
み
る
の
で
め
る
。

所
謂
貨
幣
.の
購
買
力
は
取
引
せ
ら

る
、
凡
て
の
貨
物

に
つ
い
て
始
め
て
云
ひ
得
る
所
な
る
が
故
に
、
直
接
に

滑
費
者
に
關
係
め
る
小
費
取
引

ε
消
盛
者

に
は
間
接
の

關
係
に
立

つ
卸
費
取
引

ε
の
両
者
に
わ
た
っ
て
之
を
調

査

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
蓋

し
小
費
取
引
ε
卸
賞
取
引

ε
は

流
通
現
象
な
る
事
に
於
て
は
少
し
も
異
る
所
な
く
両
者

共
に
貨
幣
を
必
要
ε
す

る
か
ら
で
あ
る
。
要
↑

る
に
、
物

贋
指
数
に
よ
り
て
貨
幣
の
購
買
力
を
測
定
す
る
以
上
は

小
費
指
敏
卸
萱
指
数
の
両
者

に
着
目
せ
ね
ば
な
ら

膿
。

物
償
指
敷
に
は
、
貨
幣
の
購
買
力
測
定
の
第

一
次
的

.

且

つ

一
般
的
職
能
の
外
に
第

二
次
的
特
殊
的
機
能
が
存

し
て
み
る
。
景
氣
不
景
気
の
測
定
生
計
費

の
調
査
蓬
呼

ば
れ
て
み
る
の
が
実
れ
で
め
る
。
生
計
費

の
調
査
は
消

費
者
利
益
の
問
題
な
る
が
故

に
小
萱
相
場

に
よ
る
べ
く

景
気
不
且凧
氣
は
生
塵
者
利
益
ε
密
接
な
る
關
係

め
る
が

故
に
卸
賞
相
場

に
よ
る

べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
鵜
質
指
数
に
は
、
其
目
的

よ
り
せ
ば
、

一
般
的
の
も
の
特
殊
的
の
も
の
あ
り
、
或
は
小
費
相
場

卸
萱
相
場
の
両
者
又
は
其

一
を
内
容
ε
し
て
み
る
、
故

に
互
に
密
接
な
る
朋
剛係

に
立

つ
小
菅
卸
費
の
両
指
数
を

比
較
す
る
事
は
非
常
に
重
要
ご
な

っ
て
く
る
。



徒
卒
の
物
贋
指
撒

の
大
部
分
は

卸
費
指
敷

な
り
し

が
、
近
雄
心
費
指
数
が
漸
く
用

ひ
ら
る
＼
に
至
つ
だ
。

消
費
者
利
益
が
考

へ
ら
る

ふ
に

つ
れ
生
計
費
調
査
が
物

慣
指
敷
の
重
要
な
る
職
分
ε
な

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
藪

に
は
專
ら
日
用
品
を
圭
ご
し
だ
る
大
阪
商
業
會
議
所
の

小
費
卸
費
指
撒
を
紹
介
す

る
。

第

二

日
用
品
の
小
萱
卸
費
値
開
き

日
本
銀
行
農
商
務
省
其
他
で
は
卸
費
指
数
の
外

に
小

費
指
数
を
調
査
し
て
み
る
「。
此
等
の
指
数
を
見

る
に
、

卸
費
相
場
は
卸
萱
指
数

ご
し
て
軍
凋
に
調
査
し
、
小
菅

指
数
は
又
別
に
之
を

一
編

め
ε
し
た
の
で
あ
っ
て
、
云

は
貰
異
種
の
両
指
数
を
併
存
せ
し
め
て
み
る
。
然
る
に

大
阪
商
業
會
議
所
の
指
数

は
、
同

}
種
類
、
同

一
銘
柄

の
日
用
品
の
同

}
分
量
に
つ
ぎ
小
費
卸
費
の
両
者
を
調

査
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
此
場
合
の
小
費
相
場
ご
卸
費

相
場
ε
は
極
め
て
密
接
な
る
關
係
に
立

っ
て
る
る
。
.小

賢
卸
費
の
値
開
き
の
問
題

の
如
き
、
此
種
の
措
敷
に
よ

卸

指
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一8

一〇
⑳

一9

一〇
八

三

錐

臨

小
費
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場
ぜ
卸
喪
相
場

五

月

六
月

一一5

'
=
一六

茜

倉

輩

一皇

(ヵ

究

b
て
始
め
て
解
決
出
來
る
の
で
あ
る
。
大
阪
商
業
會
議

所

の
指
数
を
選
ん
だ
の
は
全
く
此
理
由

に
出

て
み
る
。

本
指
数
は

已
に
大
正
九
年
十

一
月
よ
り
存

し
現
今
三

十
六
品
目
に
及

ん
で
み
る
が
、
.調
査
方
針
の
鍵
.更
が

一

再
に
止
ま
ら
ざ
る
が
故
に
、
其
全
部
を
無
條
件
に
利
用

す

る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
種

々
の
事
情
を
慮
り
、
結

局
廿
五
品
目

に
つ
ぎ
大
正
十

一
.年
三
月
乃
至
人
月

の
最

近
⊥
ハ
ヶ
月
間

に
於
け
る
趨
勢
を
研
究
す

る
事
ε
し
淀
。

大
多
数
は
前
月
上
年
の
卸
費
相
場
ε
當
月
光
⊥
ハ
七
日

現
在
の
小
費
相
場

ε
を
比
較
し
た
が
、
特
に
○
印
の
品

目
に
限
り
部
費
相
場
ご
し
て
當
月
十
三
四
日
現
在
を
採

用
し
た
の
で
あ
る
。
商
業
會
議
所
調
査
三
十
六
品
目
の

中
、
醤
酒
、
.食
撞

.
ウ
ド
ン
、
梅
干
、
鰹
節
、
豆
腐
、

高
野
豆
腐
、

モ
ス
リ
ン
、
足
袋
、
燐
寸
、
.石
鹸
の
九
品

を
除
き
調
査
し
陀
。
指
数
は
凡
て
大
正
十

一
年

一
月
十

七
日
の
債
格
を

「
○
○
ε
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
膿
次

、
の
如
き
結
果
を
示
し
て
み
る
。
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建

繰

小
震
相
場
ε
卸
賞
相
場

⊥
バ
グ
月
間
の
實
蹟

の
み
で
は
断
定
し
難

い
が
、
大
膣

の
趨
勢
は
察
し
得
ら
れ
な

い
で
も
な
い
。
値
開
き
の
最

も
人
な
る
は
牛
乳
、
機
械
半
紙
、
大
豆
、
綿
縫
糸

に
し

て
、
最
も
小
な
る
は
白
米
、
酒
、
綿
、
澤
庵

に
し
て
、
.

茶
、
鶏
卵
、
玉
葱
、
捕
鮭
、
干
瓢
が
卒
均
に
近

い
の
で

あ
る
。
`

第
三

小
資
相
場
ε
卸
萱
相
場
ε
の
關
係

我
国
に
於
て
は
生
産
者
ε
消
費
者

ε
の
間

に
幾
多

の

仲
間
商
人
が
存
在
し
て
み
る
。
こ
れ
小
費
相
場
ε
卸
賞

相
場
ε
の
間

に
値
開
き
を
生
す

る
所
以
で
あ
る
。
思
ふ

に
日
用
品
が
生
産
者
の
手
よ
り
消
費
者
の
口
に
入
る
に

先
ん
じ
償
格
が
暴
騰
す
る
は
好
ま
し
か
ら
阻
事
で
あ

っ

て
、
今
回
の
物
償
調
節
も
全
く
此
間

の
不
合
理
を
匡
正

せ
ん
ε
す

る
の
で
あ
る
℃
黙
れ
こ
も
小
費
卸
費

の
直
開

き
を
以
て
直

に
小
質
商
人
を
暴
利
な
り
ε
断
ず

る
は
、

決
し
て
當
を
得
た
も
の
で
な

い
。

,

卸
萱
相
場
蓬
云

っ
て
も
大
問
屋
の
扱
ふ
値
段

ε
小
費

商
直
前
の
仲
買

の
億
段
ε
は
非
常
に
異

っ
て
み
る
、
果

し
て
何
れ
を
探

る
べ
き
か
。
然
し
大
膿

に
於
て
部
費
は

取
引
が
物
的
基
礎

に
立

つ
が
故

に
相
場
が

「
寇
し
て
み

る
鐸
で
あ
る
。
然

る
に
小
費
相
場
に
至
b
て
は
、
小
費

商
蓬
消
費
者

`
の
人
的
要
素
が
大
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

第

十
五
巻

〔第

聞
「
號

㎝
↓
ハ
霜ハ
)

山
ハ
四
囲
H

あ
る
。
第

一
場
所
に
よ
ゆ
異

る
、
場
末
か
中
央
か
市
場

の
距
離
の
遠
近
等
に
よ
り
高
下
の
差
が
甚
だ
し

い
。
叉

取
引

の
相
手
方
た

る
消
費
者
の
信
用
其
他

に
よ
り
異

、

る
、
掛
費
現
金
、
店
賛
配
達

の
如
何
も
考
」へ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
更
に
品
物
に
よ
り
差
異
を
生

ず
、

徳
用
品

ご

構

す
る
客
寄
せ
の
品
物
ご
然
ら
ざ
る
物
ご
を
分
た
ね
ば
な

ら

諏
。
小
菅
相
場
ε
卸
費
相
場

ε
の
値
開
き
の
算
定
に
は
更

に
困
難
が
加
は
る
。
第

一
に
小
賞
の
品
物
は
形
式
的
實

質
的
の

加
工
の
結
果
卸
費
の

品
物
ε

同

一
で
な

い
上

に
、

一
方
が
大
量
{取
引
な
る
に
他
方
は
小
量

に
て
取
引

の
軍
位
異

る
。

其
他
多
数
人
の

手
を
通
過

す
る
程
金

利
、
保
険
料
等
の
失
費
が
嵩
む
の
で
め
る
。
呪
ん
や
卸

費
相
場
に
幾
種
類
あ
り
小
菅
も
然
b
ε
せ
ば
、
何
れ
の

相
場
を
組
合
せ
て
値
開
き
を
算
出
す

べ
き
や
愈
々
困
難

ε
な
る
。

物
償
調
節

の
手
段

ε
し
て
小
費
相
場
ε
卸
費
相
場
ε

を
接
近
せ
し
め
ん
ご
す
る
企
が
、
最
近
可
な
b
大
規
模

に
貴
行
せ
ら
れ
て
る
る
が
、
其
日
的
を
貫
徹

せ
ん
が
儒

め
に
は
小
費
相
場
ε
卸
賞
相
場

ε
の
値
開
き
の
程
度
及

び
値
開
き
の
根
櫨
に
っ
き
、
更

に
詳
細
な
る
攻
究
を
積

む
必
要
が
あ
る
o

.


